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卓上型 BSCの気流バランス試験（JIS K3800 菌試験、KI 法） 
このレポートについてのお問合せ TEL 048-936-3033（代表） FAX 048-936-3307 部署/研究所 大塚陽介 

1. はじめに

弊社の卓上型バイオロジカルセーフティキャビネット（BHC-T700ⅡA1）は JIS K3800:2009に基づいて試験を
行っている。本報告では作業者の安全性、試料保護、試料間の相互汚染などの気流バランス試験の内容と結果

を記載した。また、EN 規格（ヨーロッパ規格、EN12469）にて作業者の安全性試験の代替として認められている
KI-discus法（以下 KI法、テクニカルレポート No85参照）についても同時に評価を行った。 

2. BHC-T700ⅡA1仕様
仕様の概略を表 1に示す。詳細はカタログをご参照下さい。

3. 気流バランス試験

1） JIS規格による試験
JIS 規格の気流バランス試験は、作業者の安全性試験（図
１）、試料保護試験、試料間の相互汚染防止試験があり、以

下の試験をそれぞれ 3回連続で合格しなければならない。
①作業者の安全性試験

作業者の安全性試験は、作業室から菌が外部へ露出しないこ

とを確認する試験である。作業室内部よりネブライザにて枯草菌

を噴霧し、インピンジャ(6箇所)及びスリットサンプラ（2箇所）にて
捕集する。合格基準はインピンジャの捕集合計（図２）10 個以下、
スリットサンプラの捕集合計が 5 個以下である。さらに排気抵抗
の増加やHEPAフィルタの目詰まりを想定した過酷試験（流入風
速-0.05m/s、給気風速±0.05m/s）を行う。
②試料保護試験

試料保護試験は、外部の菌が作業室内に混入せず、作業室

内部が清浄であることを確認する試験である。作業者側より枯草

菌を噴霧し、作業室内の培地に捕集する。合格基準はすべての

培地の合計が 5 個以下である。さらに排気抵抗減少を想定した
過酷試験(流入風速+0.05m/s、給気風速-0.05m/s)を行う。 
③試料間の相互汚染防止試験

試料間の相互汚染防止試験は、試料同士が相互に汚染しあ

わないことを確認する試験である。作業室左端（又は右端）より枯

草菌を噴霧し、培地にて捕集する。合格基準はすべての培地の

合計が 2個以下である。 
すべての試験においてネブライザ直下に対照平板を設置する。作業者の安全性試験、試料保護試験におい

て対照平板に 300個以上の菌を検出する必要がある。 

集 塵 要 素 給気/排気：HEPA フィルタ
集 塵 効 率 0.3μｍ粒子にて 99.99％以上 

処 理 風 量
給気：5.0ｍ3 /min 
排気：3.7m3 /min 

吹 出 風 速 平均 0.28ｍ/s 
流 入 風 速 平均 0.44m/s 
外 形 寸 法 W900×D700×H1270mm  
庫 内 寸 法 W700×D465×H500 

表１．BHC-T700ⅡA1仕様 

図１．作業者の安全性試験 



２）KI-discus法（EN規格にて認められている作業者の安全性試験代替法）
KI 法は作業者の安全性試験の代替法であり、枯草菌の代わりにヨウ化カリウム（KI）溶液を用いて試験を

行うため、準備時間、培養時間等を大幅に短縮可能である。作業室内より高速回転する円盤にてKIを噴霧し、
作業者側 4箇所にて吸引する。合格基準はフィルタに捕集した KI（図３）の合計が 62個以下である。 

4. 試験結果

JIS規格による気流バランス試験の結果を表２～４及び図２に、EN規格によるKI法の結果を表５及び図３に示す。

表２．作業者の安全性試験（標準風速及び過酷試験：流入風速－0.05m/s、給気風速±0.05m/s） 

表３．試料保護試験（標準風速及び過酷試験：流入風速＋0.05m/s、給気風速－0.05m/s） 

表４．相互汚染の防止試験（標準風速のみ）

表５．KI法（標準風速及び過酷試験：流入風速－0.05m/s、給気風速±0.05m/s） 

5. 結論

弊社の卓上 BSC(BHC-T700ⅡA1)は JIS K3800 の気流バランス試験（菌試験）及び EN 12469 の KI
法の合格基準を満足した。実際の使用においては、年 1 回（特定病原体を扱う場合は感染症法により義務化、
腐食性物質の場合は年2回）の定期検査を行い、常に風速基準を満足していることを確認し、また庫内にて使
用する試料に応じた作業手順を確認し常に安全を意識して使用することが重要である。

合否
インピンジャ(10個以下） スリットサンプラ(5個以下)
1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

標準 合格 2 2 0 1 1 1
過酷試験
（流入－）

給気＋ 合格 4 7 4 1 0 0
給気－ 合格 3 8 2 2 1 0

合否
試験平板（5個以下） 対照平板（300個以上）
1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

標準 合格 0 0 0 300～500 300～500 300～500
過酷試験 合格 1 0 1 300～500 2000以上 2000以上

左（2個以下） 右（2個以下）
合否 1回目 2回目 3回目 合否 1回目 2回目 3回目
合格 0 0 0 合格 0 0 0

KI飛沫合計（62個以下）
合否 1回目 2回目 3回目

標準 合格 10 16 11
過酷試験
（流入－）

給気＋ 合格 43 37 32
給気－ 合格 34 45 43
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図３．KI 法結果 

(合格基準 4 箇所合
計 62 個以下)

※ 菌試験の対照平板はすべて 3000個以上のため省略

図２．作業者の安全性試験結果

（合格基準：合計 10 個以下）
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